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パスコと東京大学エドテック連携研究機構が AI 人材育成プログラムを共同開発 

～ 空間情報事業における AI 人材の育成を本格化 ～ 

 

株式会社パスコ（本社：東京都目黒区、代表取締役社長：島村秀樹、以下：パスコ）と東京大学

エドテック連携研究機構（所在：東京都文京区、機構長：越塚登大学院情報学環長、以下：エドテ

ック連携研究機構）は、空間情報事業分野における AI（人工知能）人材の育成に特化した独自の

教育プログラムを共同で開発、2020 年度からパスコにおける空間情報技術者を対象に、本格的な

教育を開始します。 

 

パスコ 代表取締役社長 島村秀樹（左）、東京大学大学院情報学環 学環長 越塚登（右） 

 

現在の第 3 次 AI ブームは産業革命と位置付けられており、米中を筆頭に技術研究や社会実

装が進んでいます。特にディープラーニング（深層学習）は画像解析の分野で急速な進化を遂げ

ており、国内企業での導入事例も多く報告されています。 

こうした中、東京大学では AI など新しい技術を用いて教育や学習の効率化や質の向上を支援

するとともに、技術を開発する取組（EdTech：エド・テック）に関する研究を実施するエドテック連携

研究機構が 2019 年 10 月に発足しました。 



一方で、空間情報事業を展開し、航空写真や衛星画像を幅広く取り扱うパスコでは、業務の効

率化や新サービス創出のサイクルを高速化していく上で、AI の活用は必要不可欠な状況にありま

す。 

そこで、空間情報事業分野における AI 人材育成を目指すパスコと、先端的技術を活用し高品

質な教育・学習環境の実現を目指したエドテック連携研究機構の目的が一致し、エドテック連携研

究機構の立ち上げ当初から民間企業との最初の共同プロジェクトとして AI に特化した教育プログ

ラムを開発しました。 

 

■空間情報×AIに特化したパスコ教育プログラム 

空間情報分野における AI の業務適用に際して、第一段階として AI で実現可能な範囲を理解

することが重要である一方、AI と総称される技術分野は幅広く、初学者がゼロから学ぶ障壁は高

いものです。空間情報の収集・加工・分析を行う上で、活用できる主要な AI 技術分野を、AI を専

門とする外部機関、および先行する社内の習熟者が整理・集約し、具体的な事例や実践手順と組

み合わせて広く展開するため、３つのステップで学習する教育プログラムを開発しました。 

【レベル１】 e-learning による AI 基礎知識習得 

AI の業務適用に向けたリテラシー向上を目的として、AI 概要、組織適用上の注

意点、AI 基礎技術などの e-learning 

【レベル 2】 Workshop による AI 技術にかかる課題解決 

組織レベルで AI を業務に適用する際の注意点や課題を把握する Workshop（レ

ベル 1 受講者から選抜） 

【レベル 3】 機械学習の実務トレーニング 

AI 活用の実践に向け、基礎となる技術を習得することを目的として、自社版権の

実データを教材に使用した演習と対面講義 

 

■今後の計画 

2019 年度に技術系管理職 130 名を対象に「レベル１・2」の教育を試験的に実施、その成果を

反映し 2020 年度からは、対象技術者を４00 名規模に拡大し、AI 人材の育成を開始します。 

本教育プログラムの実施により、AI 技術の実業務への適用可能性を見出し、業務の高度化・効

率化を図り、さらに、能動的に自ら AI 技術の実践・挑戦ができるイノベーション人材の創出を目指

します。 

 



■パスコにおける AI 技術の活用実績 

AI 技術の研究開発は 2013 年から取り組みを開始し、2014 年度以降に本格化しています。

2017 年から現在に至るまでに、実業務への AI 技術の実装に関して、以下のような実績を保有し

ています。 

１） 航空写真や衛星画像からの地物検出（建物、道路等）、家屋の新築・改築・滅失などの異動

判読 

２） 航空写真や衛星画像からの人工構造物、森林、裸地などの土地被覆分類抽出 

３） 航空写真や衛星画像からの森林の樹種判読 

４） 衛星画像からの駐車場の駐車車両台数抽出 

５） 道路面の撮影画像からのひび割れ箇所の検出 

【関連情報】 https://www.pasco.co.jp/ai/ 

 

（パスコについて） 

パスコは、航空機のほか、人工衛星やヘリコプター、ドローン、専用車両、船舶などに多彩なセ

ンサーを搭載して地球上のあらゆる事象を捉え、さらに、AI（人工知能）や IoT、GIS、画像処理など

を活用した「分析・解析技術」を融合した事業を展開し、官公庁・地方公共団体から民間企業に至

るまで幅広い分野で、空間情報を活用し、社会の課題を解決する各種サービスを提供していま

す。 

（東京大学エドテック連携研究機構について） 

本機構が目指す人材育成理念は、本学で修学する学部生・大学院生、更に社会人から子供ま

でを広く対象として、多くの人に対して、高水準な内容の学習機会を等しく提供することです。その

ために、AI や IoT、データサイエンスなどの情報学分野における先端的技術を最大限利活用し、

個人の適性や学習の進捗に応じた、高品質な教育・学習環境が、いつでもどこでも誰でも得られる

ことを実現します。これによって、本学における教育の品質を格段に向上させ、本学の卓越性の更

なる向上に寄与するだけでなく、我が国の教育や人材育成の質向上にも貢献します。 

 

■本件に関する問い合わせ先 

株式会社パスコ 

https://www.pasco.co.jp/ 

（報道機関） 広報部 

 TEL：03-6412-2800 

東京大学エドテック連携研究機構 

http://webpark5033.sakura.ne.jp/wp12/ 

（報道機関）  

 E-mail：edtech@koshizuka-lab.org 
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